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（委託名） 

第１条 令和６年度 元東山営業所フロン排出抑制法に基づく空調機器点検業務委託 
 
（業務の概要） 

第２条 本業務は、京都市上下水道局元東山営業所（以下「元東山営業所」という。）に設置され

ている空調機器について、フロン排出抑制法に基づく定期点検業務を委託するものであり、次

の各号に掲げる事項を行う。 

⑴ フロン類使用の合理化及び管理の適正化に関する法律に基づく、空調機器の定期点検（法

令に従った有資格者にて直接法や間接法による専門的な冷媒漏えいの検査、機器の異音及び

外観等の検査）を実施すること。点検内容等については、メーカー仕様及びその他施行され

た法令に基づくこと。 

⑵ 点検・整備記録簿を作成し、提出すること。 

⑶ 作業日及び作業内容等を明記した作業記録写真簿等を作成し、提出すること。 

⑷ フロンの漏えいが発見された場合は、場所を特定し、直ちに報告すること。 

⑸ 点検結果に基づき設備改修等（空調機器の修繕含む）が必要なときは、改修対象箇所及び

内容について報告するとともに、改修に係る費用の概算見積書を提出すること。 

⑹ その他、本業務に関連する業務 

 

（設置機器） 

第３条 元東山営業所に設置されている空調機器のうち、対象となる機器については別紙のとお

りとする。 

 

（委託業務実施場所） 

第４条 本業務の委託業務実施場所は次のとおりとする。 

名 称：京都市上下水道局元東山営業所 

所在地：京都市東山区東大路通松原上る三丁目毘沙門町４３－３ 

 

（履行期限） 

第５条 本業務の履行期限は、令和７年１月３１日までとする。 

 

（作業日時） 

第６条 作業日時は、京都市の休日を定める条例第１条に定める休日を除く午前１０時から午後

５時までの間とする。なお、作業日時については、事前に発注者と受注者が協議のうえ決定す

るものとし、業務の支障にならないよう配慮すること。 

 

（法令等の遵守） 

第７条 受注者は、本仕様書並びに京都市上下水道局契約規程、その他業務上関連する法令、条

例等を遵守しなければならない。 



 
 
（第三者への委託） 

第８条 受注者は、委託業務の一部を第三者へ委託（以下「再委託」という。）する場合は、再委

託の内容、再委託の相手方、再委託の理由等を付して書面によりあらかじめ発注者に申請し、

その承諾を得なければならない。再委託する場合、受託者は再委託の相手方にこの契約に基づ

く一切の義務を遵守させるとともに、発注者に対して、再委託の相手方の全ての行為及びその

結果について責任を負うものとする。 
 
（費用の負担） 
第９条 次の各号にあげる費用は受注者の負担とする。 

⑴ 作業に必要な機械、器具、材料等に係る費用。ただし、作業に必要な水及び電力は上下水

道局が提供する。 
⑵ 各種の試験、検査に必要な費用。 

⑶ その他作業上当然必要となる費用。 
 
（補償） 
第１０条 作業において発注者及び第三者に損害を与えた場合は、受注者は直ちに発注者に報告

するとともに、受注者の責任において復旧並びに損害の弁償をしなければならない。 
 
（提出書類） 
第１１条 受注者は次の書類を提出すること。 
 ⑴ 着手時 
  ア 着手届                 １部 
  イ 作業者一覧表              １部 
  ウ 作業予定表               １部 

※ 作業者一覧表には作業責任者、冷媒フロン類取扱技術者等を明示すること。また、必要に

応じて資格者証のコピー等を添付すること。 
 ⑵ 完了後 
  ア 完了届                 １部 
  イ 請求書                 １部 
  ウ 点検・整備記録簿（プリント版）     １部 
  エ 点検・整備記録簿（電子データ）     １枚 
  オ 作業記録写真簿             １部 

  カ 設備改修に係る報告書及び概算見積書   必要数 

  キ その他必要に応じた書類 

 ※ 点検・整備記録簿の様式については、発注者と協議のうえ受注者が作成すること。 
 ※ 点検・整備記録簿（電子データ）は、ＣＤ－Ｒで提出すること。 
 ※ 作業記録写真簿は、必要事項を記入した看板を入れて撮影すること。 
 ※ 設備改修に係る報告書及び概算見積書については、改修を要する箇所がある場合のみ提出

すること。 



 
 
（安全対策等） 

第１２条 本業務の実施にあたっては、受注者は諸法令・法規を遵守し、事故の防止に万全の注

意を払うこと。 

 

（秘密保持） 

第１３条 受注者は、本業務の実施にあたり、業務遂行上知り得た発注者の情報（機密事項や個

人情報等）を第三者に漏洩しないこと。 

 

（その他） 

第１４条 その他については、次の各号に掲げるとおりとする。 

⑴ 本仕様書に定めのない事項については、別途、発注者の指示に従うこと。また、必要のあ

る場合に仕様の変更を行う場合がある。ただし、軽易な変更については契約金額の増減は行

わない。 

⑵ 委託料については、完了後一括払いとする。 
なお、上下水道局は、受注者による適正な請求があった日から３０日以内に委託料を支払

うものとする。 



別紙

（管理する第一種特定製品に係る事項）

機器の名称 設置場所 製造者（メーカー） 型番 定格出力（kW）
エンジン

定格出力（ｋW）
製造年 フロンの種類 充填量（kg）

ガスヒートポンプエアコン ３階屋上 ヤンマー
ＹＧＺＰ４５０Ｋ１ＮＢ
（６ＡＫＵ０４４６Ｎ）

冷４５．０
暖５０．０

10.00 ２０１６年 Ｒ４１０－Ａ 17.20

平成２９年２月２０日新規設置及びフロン充填
Ⅰ系統、室内機は１階
エンジン定格出力が７．５～５０kW未満のため、
３年に１回以上の定期点検が必要
令和４年３月に前回点検実施済み

ガスヒートポンプエアコン ３階屋上 ヤンマー
ＹＧＺＰ４５０Ｋ１ＮＢ
（６ＡＫＵ０４４３Ｎ）

冷４５．０
暖５０．０

10.00 ２０１６年 Ｒ４１０－Ａ 17.20

平成２９年２月２０日新規設置及びフロン充填
Ⅱ系統、室内機は２階
エンジン定格出力が７．５～５０kW未満のため、
３年に１回以上の定期点検が必要
令和４年３月に前回点検実施済み

ガスヒートポンプエアコン ３階屋上 ヤンマー
ＹＮＺＰ３５５Ｋ１ＮＢ
（６ＡＮＵ０６３５Ｎ）

冷３５．５
暖４０．０

7.90 ２０１７年 Ｒ４１０－Ａ 13.10

平成２９年２月２０日新規設置及びフロン充填
Ⅲ系統、室内機は２階
エンジン定格出力が７．５～５０kW未満のため、
３年に１回以上の定期点検が必要
令和４年３月に前回点検実施済み

ガスヒートポンプエアコン ３階屋上 ヤンマー
ＹＧＺＰ４５０Ｋ１ＮＢ
（６ＡＫＵ０４４７Ｎ）

冷４５．０
暖５０．０

10.00 ２０１６年 Ｒ４１０－Ａ 17.20

平成２９年２月２０日新規設置及びフロン充填
Ⅳ系統、室内機は３階
エンジン定格出力が７．５～５０kW未満のため、
３年に１回以上の定期点検が必要
令和４年３月に前回点検実施済み

（施設名称）　  京都市上下水道局　元東山営業所

機器の特定に関する事項 充塡されているフロン類に関する事項

備考


